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伊
万
里
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
、
原
木
集
荷
を
担
当
し
て
い
る

株
式
会
社
伊
万
里
木
材
市
場
（
林
雅
文
社

長
）、
同
市
場
か
ら
原
木
の
供
給
を
受
け

て
ラ
ミ
ナ
を
加
工
す
る
西
九
州
木
材
事
業

協
同
組
合
（
林
雅
文
代
表
理
事
）、
同
協

スギ集成材を核とした一大加工流通拠点
規模拡大が進む伊万里木材コンビナート

原木の集荷からラミナ加工、集成材製造までを一体的に行っている「伊
万里木材コンビナート」（佐賀県伊万里市）が順調に業績を伸ばしてい
る。平成17年の操業開始以来2年目となる昨年は、市売向けを含めて
20万㎥近い丸太が集荷され、ラミナ工場の原木消費量も11万㎥まで
拡大した。スギとベイマツによる異樹種複合集成材「ハイブリッドビー
ム」を主力とする集成材の製造量も現在は月産7,000㎥に達し、来年6
月までには月産8,000㎥まで引き上げることが計画されている。国産材
の一大加工流通拠点となった同コンビナートの取り組みをレポートする。

短期連載

林業復活へ
VOL.3

同
組
合
の
ラ
ミ
ナ
を
原
料
と
し
て
集
成
材

を
製
造
す
る
中
国
木
材
株
式
会
社
伊
万
里

事
業
所
（
藤
村
要
所
長
）
の
三
社
。
西
九

州
木
材
事
業
協
同
組
合
は
、
伊
万
里
木
材

市
場
と
中
国
木
材
が
共
同
で
設
立
し
た
も

の
で
、
地
元
の
森
林
組
合
や
素
材
生
産
業

者
も
出
資
し
て
い
る
。

林
社
長
に
よ
る
と
、
伊
万
里
木
材
市
場

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
の

は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ー
ム
製
造
を
核

と
し
た
中
国
木
材
の
伊
万
里
進
出
計
画
を

聞
き
、
ス
ギ
の
原
木
を
売
り
込
み
に
行
っ

た
の
が
き
っ
か
け
と
い
う
。
し
か
し
、
ラ

ミ
ナ
で
な
け
れ
ば
購
入
し
な
い
と
断
ら
れ

た
た
め
、
製
材
工
場
を
立
ち
上
げ
て
ラ
ミ

ナ
を
製
造
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
そ

れ
な
ら
と
、
中
国
木
材
も
協
力
を
申
し
出

た
と
い
う
の
が
、
西
九
州
木
材
事
業
協
同

伊万里木材コンビナート。橋の先の道路の左側が伊万里木材市場と西九州木材事業協同組合、
右側が中国木材伊万里事業所

中
国
木
材
と

伊
万
里
木
材
市
場
が
連
携
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組
合
設
立
、
そ
し
て
伊
万
里
木
材
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
立
ち
上
げ
の
経
緯
で
あ
る
。

伊
万
里
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
特
徴
は
、

次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
。
ま
ず
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ビ
ー
ム
と
い
う
新
た
な
製
品
を
製

造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ギ
の
大
量
利

用
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
。
次
に
カ
ー

ブ
製
材
機
を
導
入
し
、
曲
が
り
材
を
主
体

に
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
。

林雅文社長（上）と藤村要所長（右）

【集成材】

さ
ら
に
最
新
の
製
造
設
備
と
規
模
拡
大
に

よ
っ
て
製
造
コ
ス
ト
を
大
幅
に
引
き
下
げ

て
い
る
こ
と
。
最
後
に
メ
ン
バ
ー
の
施
設

が
隣
接
す
る
こ
と
で
、
原
木
や
ラ
ミ
ナ
の

運
搬
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
活
用
で
き

る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
間
の
流
通
コ
ス
ト
が

縮
減
で
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
の

特
徴
は
、
立
地
条
件
か
ら
自
明
の
こ
と
な

の
で
、
以
下
で
は
他
の
三
点
に
つ
い
て
詳

し
く
見
て
い
く
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ー
ム
は
、
ス
ギ
の
ラ

ミ
ナ
を
ベ
イ
マ
ツ
の
ラ
ミ
ナ
で
サ
ン
ド

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ー
ム
で

ス
ギ
の
大
量
利
用
が
可
能
に

平成 17年
（5～ 12月 ) 18 年 19年

（1～ 7月）
原木消費量（㎥） 49,473 113,730 91,390
製材コスト（円／原木 1㎥） 4,317 3,665 3,143

ラミナ 製造量（㎥） 22,327 49,597 37,464
歩留（％） 45.1 43.6 41.0

他製品 製造量（㎥） 2,706 8,880 7,787
歩留（％） 5.5 7.8 8.5

合計 製造量（㎥） 25,033 58,476 45,251
歩留（％） 50.6 51.4 49.5

表１　西九州木材事業協同組合の稼動実績

※四捨五入の関係で合計数値は必ずしも一致しない
※製材コストと歩留は年間平均値である

平成 17年 18年 19年
（1～ 7月）

市売向け
ス　ギ
ヒノキ
計

41,500
28,099
69,599

47,516
29,315
76,831

32,118
24,602
56,720

ラミナ用
ス　ギ
ヒノキ
計

57,963
0

57,963

110,527
8,884

119,411

96,016
11,561
107,577

合計
ス　ギ
ヒノキ
計

99,463
28,099
127,562

158,043
38,199
196,242

128,134
36,163
164,297

表２　伊万里木材市場の原木取り扱い実績　（㎥）

原木の集荷地域は大分県、宮崎県、熊
本県をはじめとする九州各県が主体で、
量は少ないが山口県や広島県といった
中国地方からも集荷している。調達先
は民間の素材生産業者や森林組合、国
有林。国有林は九州森林管理局の安定
供給システム販売を活用している

佐賀県

伊万里市
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イ
ッ
チ
の
よ
う
に
挟
ん
で
積
層
接
着
す
る

梁
桁
向
け
の
中
断
面
構
造
用
集
成
材
で
あ

る
。
最
外
装
に
強
度
の
高
い
ベ
イ
マ
ツ
ラ

ミ
ナ
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
度

が
要
求
さ
れ
る
梁
桁
向
け
の
集
成
材
に
ス

ギ
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ベ

イ
マ
ツ
の
ラ
ミ
ナ
は
、
広
島
県
の
中
国
木

材
本
社
製
材
工
場
か
ら
船
舶
で
輸
送
し
て

い
る
。

ス
ギ
ラ
ミ
ナ
の
原
料
と
な
る
原
木
の
多

く
は
、
Ｂ
材
と
呼
ば
れ
る
曲
が
り
材
で

あ
る
。
長
さ
は
四
ｍ
が
主
体
で
、
径
級

は
一
六
㎝
上
か
ら
四
〇
㎝
程
度
、
矢
高

は
七
㎝
ま
で
。
伊
万
里
木
材
市
場
で
は
、

こ
れ
を
西
九
州
木
材
事
業
協
同
組
合
に

一
万
二
千
円
／
㎥
で
販
売
し
て
い
る
。

曲
が
り
材
の
活
用
を
可
能
に
し
て
い
る

の
が
同
協
同
組
合
の
カ
ー
ブ
製
材
機
で
あ

る
。
ま
ず
ツ
イ
ン
バ
ン
ド
ソ
ー
で
両
側
面

を
落
と
し
て
太
鼓
梁
の
よ
う
な
形
に
す
る
。

そ
れ
を
曲
が
り
に
合
わ
せ
て
二
枚
の
バ
ン

ド
ソ
ー
が
動
き
な
が
ら
製
材
す
る
「
ツ
イ

ン
ス
タ
ー
」
に
か
け
て
両
側
か
ら
二
枚
の

ラ
ミ
ナ
を
取
り
、
残
っ
た
角
材
を
「
ツ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
」
で
三
枚
に
カ
ッ
ト
、
最
後

に
「
シ
ン
グ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
半
割
り
す

る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
こ
の
カ
ー
ブ
製

材
機
に
よ
っ
て
曲
が
り
材
を
効
率
良
く
製

材
し
、
歩
留
ま
り
を
高
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。

ラ
ミ
ナ
の
製
材
コ
ス
ト
は
、
原
木
一
㎥

当
た
り
三
千
円
そ
こ
そ
こ
に
ま
で
低
減
し

て
き
て
い
る
（
Ｐ
13
表
１
）。
最
終
的
に

は
二
千
円
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
目

標
で
、
差
し
当
た
り
は
月
間
原
木
消
費
量

を
一
万
八
千
㎥
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
で

二
千
四
百
〜
二
千
五
百
円
程
度
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
中
国
木
材

へ
の
ラ
ミ
ナ
販
売
価
格
は
二
万
五
千
円
／

㎥
（
未
乾
燥
材
）
だ
が
、
現
状
で
は
採
算

的
に
若
干
厳
し
く
、
コ
ス
ト
引
き
下
げ
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
木
材
の
集
成
材
工
場
で
も
、

ラ
ミ
ナ
の
欠
点
部
分
を
自
動
で
特
定
し
て

除
去
す
る
「
ウ
ッ
ド
ア
イ
」、
大
量
生
産

を
可
能
に
す
る
横
型
連
続
プ
レ
ス
な
ど
の

最
新
鋭
設
備
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
規

模
拡
大
を
進
め
て
効
率
性
を
高
め
て
い
る
。

伊
万
里
木
材
市
場
の
原
木
取
扱
量
は
平

成
十
七
年
が
一
二
万
七
千
㎥
（
う
ち
市
売

分
が
七
万
㎥
）、
昨
年
が
一
九
万
六
千
㎥

（
同
七
万
六
千
㎥
）
と
増
加
の
伸
び
が
著

し
い
（
Ｐ
13
表
２
）。
今
年
も
七
月
ま
で

の
七
カ
月
間
で
昨
年
実
績
の
八
割
を
超
す

数
量
を
す
で
に
取
り
扱
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
大
幅
増
と
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

林
社
長
に
よ
る
と
、
ラ
ミ
ナ
用
原
木
だ
け

で
年
間
一
八
万
㎥
を
計
画
し
て
い
る
と
い

う
。こ

の
よ
う
に
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
林
社
長
は
「
大
型
工
場

に
安
定
供
給
し
て
い
れ
ば
材
が
自
然
と
集

ま
る
よ
う
に
な
る
」
と
説
明
す
る
。
さ
ら

に
「
原
木
市
場
が
集
荷
能
力
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
、（
市
売
の
顧
客
で
あ
る
）
地

域
の
製
材
工
場
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な

る
」
と
、
地
場
製
材
向
け
に
原
木
を
安
定

供
給
す
る
市
場
本
来
の
機
能
の
強
化
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
強
調
す
る
。

一
方
、
中
国
木
材
の
集
成
材
製
造
量
も

順
調
に
増
加
し
て
お
り
、
前
期
（
平
成

十
八
年
七
月
〜
平
成
十
九
年
六
月
）
は
目

中国木材伊万里事
業所では未乾燥で
受け入れたラミナ
をまず天然乾燥す
る。上部には1.2
ｔの重しを載せ
る。人工乾燥機に
入れる際にはさら
に重い 4 ｔの重
しに載せかえる

右
肩
上
が
り
で
業
績
ア
ッ
プ

新
工
場
も
建
設

最
新
設
備
と
規
模
拡
大
で

効
率
性
ア
ッ
プ

同事業所の人工乾
燥機は容量 100
㎥が 25基と 50
㎥が５基。80℃
で 5.5 ～ 7 日間
をかけて含水率を
平均11％にまで
落とす。この段階
でラミナの曲がり
はほとんどが解消
される
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受
け
入
れ
、
将
来
的
に
は
西
九
州
木
材
事

業
協
同
組
合
と
同
規
模
の
製
造
量
と
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
か
つ
て
ベ
イ
マ

ツ
平
角
の
圧
倒
的
な
供
給
量
で
市
場
を
席

巻
し
た
同
社
だ
が
、
今
度
は
国
産
材
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
も
存
在
感
を
高

め
て
い
る
。

標
と
し
て
い
た
月
産
六
千
㎥
を
達
成
し
た
。

そ
の
す
べ
て
が
ス
ギ
を
利
用
し
た
集
成

材
で
、
内
訳
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ー
ム
が

四
千
㎥
、
ス
ギ
の
み
で
製
造
す
る
小
断
面

の
管
柱
が
二
千
㎥
と
な
っ
て
い
る
。
藤

村
所
長
に
よ
る
と
、
今
期
（
〜
平
成
二
〇

年
六
月
）
は
、
さ
ら
に
製
造
量
を
増
や
し

て
月
産
八
千
㎥
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
直
近
で
は
す
で
に
月

産
七
千
㎥
ペ
ー
ス
に
達
し
て
い
る
と
い

う
。た

だ
、
こ
れ
だ
け
急
速
に
製
造
量
が
伸

び
る
と
、
ス
ギ
ラ
ミ
ナ
の
供
給
が
追
い
つ

か
ず
、
在
庫
を
食
い
つ
ぶ
す
状
況
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
木
材
で
は
自

社
単
独
で
隣
接
地
に
新
た
な
ラ
ミ
ナ
工
場

を
建
設
し
、
来
年
春
に
は
稼
動
を
開
始
す

る
予
定
だ
。
新
工
場
は
大
径
材
を
専
門
に

曲がり材の製材工程

ラミナの欠点を自動で特定し、除去するウッドアイ

出荷を待つハイブリッドビーム

最初にツインバンドソーでタイコ落としする

ツインスターで両端からラミナを2本取る

ツインセンターで曲がりに合わせて３分割。木取りは
幅に応じて決める

ツインセンターで残った材を曲がりに合わせて半割り
する

⬇

⬇

⬇




